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生年月日 昭和４６年１１月２５日(満５3歳)
現住所 北海道名寄市風連町字旭
平成１５年　　風連町農協青年部部長　 〇 〇 〇
平成２１年 道北なよろ農業協同組合理事
平成２７年 道北なよろ農業協同組合理事専務
平成２９年 道北なよろ農業協同組合代表理事組合長
令和　３年 北海道厚生農業協同組合連合会
令和　５年 ホクレン農業協同組合代表監事(常勤)

稲作17.0ha、小麦2.1ha、青果・花弁
北海道指導農業士

生
産
基
盤
の
維
持
・
確
保
を
は
か

る
と
と
と
も
に
、
多
様
な
農
業
者

が
誇
り
を
も
っ
て
営
農
で
き
る
施

策
を
拡
充
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

適
正
な
価
格
形
成
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
消
費
者
の
行
動
変
容
を

促
し
ま
す
。

全
国
比
例
区

東
野
ひ
で
き

【特記事項】

未来を拓くための農政に

邁進します。

令和7年6月１0日(火)

農
民
政
治

電話(0776)27-8265

教
育
広
報
活
動
の
取
組

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
発
信(

Ｈ
Ｐ)

支
部
・
分
会
活
動
の
強
化
に
取
り
組
み
盟
友
拡

大
に
取
り
組
む

担
い
手
農
家
・
集
落
営
農
組
織
・
農
業
法
人
・

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
・
女
性
協
と
の
連
携
強
化

地
域
農
政
推
進
の
た
め
の
、
市
・
町
に
対
す
る
支

部
に
よ
る
要
請

農
業
者
の
意
思
反
映
に
向
け
た
政
治
基
盤
確
立

の
取
組
み

中
山
間
地
農
業
の
再
生
産
可
能
な
補
助
金
等
の
要

請食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
対
応
す
る
予
算

措
置
の
要
請

国
会
議
員
と
の
関
係
強
化
・
農
政
懇
談
会
を
県
又

は
支
部
組
織
で
開
催

農林水産副大臣

昭和４６年１０月２０日(満５３歳)

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
は
じ
め
、
稲
カ
メ
虫

の
公
共
用
地
草
刈
り
対
策
要
請

　強くて優しい『くに(国/郷』

創りを更に前進

農
政
連
情
報
の
発
信
強
化

農
政
連
幹
部
研
修
会
の
開
催

【略歴】

参議院議員初当選
経済産業大臣政務官
参議院議員２期目当選
参議院農林水産委員長

拉
致
・
特
定
失
踪
者
問
題
の
早

期
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
強

化政
治
の
刷
新
・
立
て
直
し

現
実
的
で
責
任
あ
る
エ
ネ
ル
ギ

-

政
策
の
維
持
・
推
進

北
陸
新
幹
線
の
一
日
も
早
い
小

浜
・
京
都
ル
ー
ト
に
よ
る
新
大
阪

延
伸

特
別
表
彰(

所
属
支
部
・
分
会)

【特記事項】

第２７回参議院選挙福井県選挙区【たきなみ宏文】全国比例区【東野ひでき】を推薦します

【略歴】

令
和
７
年
度
の
主
な
活
動
計
画

転
作
助
成
金
・
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
等

の
予
算
確
保

た
き
な
み
宏
文

福
井
県
選
挙
区

ふ
る
さ
と
の
農
林
水
産
業
を
守

る

農
村
環
境
を
阻
害
す
る
要
因
解
決
の
た
め
の
支
援

知
事
・
市
長
・
町
長
と
語
る
会
・
の
開
催

農
業
・
農
村
政
策
の
継
続
し
た
取
り
組
み

組
織
基
盤
強
化

公
職
選
挙
法
等
に
関
す
る
研
修
会
開
催

県
議
会
議
員
と
の
関
係
強
化
・
意
見
交
換
会
等
の

開
催

農
業
者
の
権
利
と
環
境
を
守
る
取
り
組
み

第
６
７
回
農
政
連
定
期
総
会

開
催
さ
れ
る

   

福
井
県
農
政
連
の
第
６
７
回
定
期
総
会
が
５
月
２
６
日

(

月)

、
福
井
市
の
県
農
業
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
に
は
県
下
の
各
支
部
か
ら
代
議
員
・
委
任
状
合
わ
せ

て
２
３
３
名
が
出
席
。
来
賓
に
は
、
中
村
保
博
副
知
事

は
じ
め
、
宮
本
俊
県
議
会
議
長
、
稲
田
朋
美
衆
議
院
議

員
・
県
議
会
議
員
の
農
政
議
員
な
ど
多
数
の
来
賓
を
迎

え
開
か
れ
ま
し
た
。
開
会
の
挨
拶
で
岡
田
高
大
会
長

は
、
昨
年
度
改
正
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
の
理
念
に
基
づ
き
今
年
４
月
に
基
本
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
今
後
５
年
間
を
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策

期
間
と
し
て
位
置
づ
け
実
施
さ
れ
る
が
、
各
計
画
に
現

行
農
林
予
算
の
組
み
換
え
で
は
な
く
、
新
た
な
充
分
な

予
算
を
組
み
計
画
を
早
期
に
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
と

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
来
続
い
て
い
る
「
令
和
の
米

騒
動
」
に
よ
る
消
費
者
米
価
の
高
騰
に
対
し
て
は
、
生

産
者
米
価
は
コ
ス
ト
を
反
映
し
た
適
正
な
米
価
に
戻
っ

た
と
も
言
え
る
が
、
一
部
の
急
激
な
米
価
の
高
騰
は
消

費
者
の
消
費
動
向
に
も
影
響
を
与
え
る
の
で
、
今
後
は

基
本
計
画
に
も
あ
る
「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」
「
農

業
の
持
続
的
発
展
」
を
実
現
す
る
為
の
政
策
を
強
く
求

め
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
あ
わ
ら
支
部
金
津
分
会
の
山
口
志
代
治
氏
が

務
め
、
令
和
６
年
度
活
動
報
告
と
収
支
決
算
書
、
令
和

７
年
度
活
動
計
画
と
収
支
予
算
書
が
原
案
通
り
可
決
決

定
さ
れ
、
最
後
に
今
年
７
月
に
実
施
さ
れ
る
第
２
７
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
、
福
井
県
選
挙
区
で
「
た
き

な
み
宏
文
」
氏
、
全
国
比
例
区
に
組
織
代
表
と
し
て

「
東
野
ひ
で
き
」
氏
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
一
体
と
な
り

組
織
の
総
力
を
上
げ
応
援
す
る
特
別
決
議
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
長
年
、
農
政
連
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

生
産
コ
ス
ト
の
生
産
物
へ
の
価
格
反
映
に
向
け

た
取
り
組
み

大
嶋
　
良

坂
井
地
区

南
条
支
部
・
大
虫
分
会

高
橋
敏
之

事
務
局
長
表
彰

(

所
属
支
部

)

河
野
一
郎

青
山
多
実
雄

永
平
寺
町
支
部

普
通
表
彰(

所
属
支
部
・
分
会)

永
年
勤
続
表
彰

福
井
市
支
部
・
北
部
分
会
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知事要請

県議会農政議員団との意見交換会 水稲作柄公表に関する要請

1990年以降のコメの卸売価格（名目・円／60kgあたり）
三菱総合研究所

〇 新たな価値の創出による需要の開拓 〇 担い手の育成・確保

〇 グローバルマーケットの戦略的な開拓 (法人化の加速化、経営基盤の強化、新規就
〇 消費者と食・農のつながりの強化 農と定着促進等)
〇 食品の安全確保と消費者の信頼確保 〇 多様な人材や主体の活躍
〇 食料供給のリスクを見据えた総合的な (中小、家族経営、農地支援サービス等)

食品安全保障の確立 〇 農地集積、集約化と農地の確保
〇 TPP等新たな国際環境えの対応、今後 (人農地プランの実質化・農地中間管理機構)

の国際交渉への戦略的な対応 〇 農業経営の安定化
(収入保険制度や経営所得安定対策等の着実
な推進)

〇 農業生産基盤整備
(農業の成長産業化と国土強靭化に向けた基

〇 地域資源を活用した所得と雇用機会の確保 盤整備)
(複合経営、地域資源の高付加価値化、地域 〇 需要構造等の変化に対応した生産基盤の強化
経済循環等) と流通・加工構造の合理化

〇 中山間地域等をはじめとする、農村に人が (品目別対策、農作業等安全対策の展開等)
※ 全国作況指数 １９９３年　 記録的な冷夏により全国的な不作 住み続けるための条件整備 〇 農業生産・流通現場のイノベーションの促進

２５９万トンの外米輸入 (ビジョン作り、多面的機能の発揮、鳥獣被 スマ－ト農業の加速化・デジタル技術の活用
２００３年 害対策等) 推進等)

〇 農村を支える新たな動きや活力の創出 〇 環境政策の推進
(地域運営組織、関係人口、半農半X等のライ (気候変更への対応、有機農業の推進、自然
フスタイル　等) 環境機能の維持推進　等)

〇 上記施策を継続的に進めるための関係府省
で連携した仕組みづくり

④ 東日本大震災からの復旧、復興と大規模自然災害への対応

⑤ 食と農に関する国民運動の展開を通じた国民的合意の形成

⑥ 新型コロナウイルス感染症をはじめとする新たな感染症への対応

③農村の振興

74

90 東北地方、青森53・宮城69・岩手

73不作

昨
年
よ
り
農
政
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
県
本
部
の
要
請
活

動
・
各
支
部
の
活
動
・

時
々
の
ニ
ュ
ー
ス
・
豆
知

識
や
県
議
会
の
農
政
議
員

の
本
会
議
で
の
農
業
関
係

の
質
問
等
掲
載
し
て
い
ま

す
。
左
のQ

R

コ
ー
ド
か

ら
ス
マ
ホ
等
で
ア
ク
セ
ス

お
願
い
し
ま
す
。
ご
意
見

も
お
寄
せ
下
さ
い
。

新たな食料・農業・農村基本計画のポイント

○従来の基本法に基づく政策全般にわたる検証及び評価並びに今後20年程度を見据えた課題の整理を行い、

食料・農業・農村基本法を改正（令和６年６月５日施行）。

○改正基本法の基本理念に基づき、施策の方向性を具体化し、平時からの食料安全保障を実現する観点か

ら、初動５年間で農業の構造転換を集中的に推し進める。

①食料の安定供給の確保 ②農業の持続的な発展

①
市
町
・
Ｊ
Ａ
へ
の
経
営
所
得
安
定
対
策
等
の
推
進
・
県
農
業
再
生
協
議
会
と

連
携
し
、
事
務
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
情
報
の
共
有
化
や
協
議
を
図
っ
た
。

②
７
年
産
米
の
生
産
数
量
の
目
安
　
国
が
示
し
た
７
年
度
の
全
国
の
需
給
見
通

し
に
基
づ
き
、
福
井
県
産
米
の
生
産
数
量
の
目
安
の
考
え
方
に
つ
い
て,

「
需

要
に
応
じ
た
米
生
産
に
係
る
地
域
農
業
再
生
協
議
会
・
市
町
・
Ｊ
Ａ
合
同
会

議
」(

８
月
７
日
・
１
２
月
２
０
日)

を
開
催
し
、
地
域
農
業
再
生
協
議
会
・
各

市
町
・
Ｊ
Ａ
へ
の
配
分
方
針
に
つ
な
げ
た

行
政
・
県
農
業
再
生
協
議
会
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

①
米
全
量
出
荷
運
動
　
８
月
３
日
北
陸
３
県
合
同
で
、
日
本
農
業
新
聞
へ
広
告

を
掲
載
し
Ｊ
Ａ
へ
の
集
荷
を
呼
び
か
け
た

水
田
農
業
対
策

JR福井駅西口でのおにぎり配布

水田・畑作農業対策に関する要請

①
Ｃ
Ｍ
・
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
製
　
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
食
料
自
給
率
の
向

上
を
目
指
し
て
「
国
消
国
産
」
の
意
義
や
考
え
方
に
つ
い
て
県
民
理
解
の
情
勢

を
進
め
る
為
に
Ｃ
Ｍ
・
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
し
た
。
②
新
米
「
い
ち
ほ
ま
れ
」
お

に
ぎ
り
配
布
「
国
消
国
産
」
の
運
動
に
合
わ
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
周
辺
や
Ｊ
Ａ

直
売
所
等
に
お
い
て
、
新
米
「
い
ち
ほ
ま
れ
」
お
に
ぎ
り
を
一
般
消
費
者
に
配

り
、
消
費
者
に
対
し
て
地
産
池
消
の
意
義
の
浸
透
を
図
っ
た
。
（
１
０
月
１

日
、
２
６
日
、
２
７
日) 

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
子
ど
も
農
業
体
験
事
業
食
農
教
育
事

業
の
一
環
と
し
て
、
県
内
１
６
校
へ
稲
作
な
ど
の
農
業
体
験
の
実
施
に
か
か
る

推
進
と
支
援
を
行
っ
た
。
④
　
第
４
９
回
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
作
文
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
文
の
部
に
９
２
２
点
、
図
画
の
部
１
７
８
８
点
の
応
募
が
あ
っ

た
。
審
査
会
を
開
催
し
、
（
１
０
月
８
日
、
１
１
日
）
、
審
査
の
結
果
、
知
事

賞
に
作
文
の
部
で
平
章
小
学
校
の
伊
東
晟
駕
さ
ん
、
図
画
の
部
で
は
北
新
庄
小

学
校
の
川
﨑
大
誠
さ
ん
を
選
ん
だ
。
作
文
の
部
、
図
画
の
部
合
わ
せ
て
１
７
点

を
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
し
、
全
国
段
階
に
お
い
て
作
文
部
門
で
、
優
秀
賞

に
作
文
部
門
３
点
、
図
画
部
門
１
点
が
選
ば
れ
た
。
（
全
国
審
査
会
：
作
文
１

１
月
２
日
、
図
画
１
１
月
１
５
日
）
ま
た
、
本
県
で
の
優
秀
作
品
集
を
作
成

し
、
受
賞
者
や
応
募
学
校
に
賞
状
や
副
賞
と
共
に
作
品
集
の
冊
子
を
配
付
し

た
。

「
国
生
国
産~

話
そ
う
、
福
井
の
こ
と
」

食
農
教
育
の
実
践
と
地
域
農
産
物
消
費
拡
大
対
策
の
実
施

持
続
可
能
な
地
域
農
業
へ
の
支
援
対
策
の
実
施

(

文
責
・
Ｊ
Ａ
福
井
県
中
央
会
　
農
政
生
活
部
　
農
政
生
活
課)

福
井
県
農
業
再
編
対
策
推
進
本
部
は
、
農
政
連
、
Ｊ
Ａ
、
中
央
会
・
各
連
合

会
、
青
壮
年
部
、
女
性
部
で
構
成
さ
れ
、
水
田
面
積
に
も
と
づ
い
て
拠
出
い

た
だ
い
た
運
動
資
金
を
も
と
に
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守
る
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
業
・
農
政
課
題
に
か
か
る
要
請
や
、
福
井
米
の
品
質

向
上
に
向
け
た
活
動
、
さ
ら
に
は
地
産
地
消
運
動
を
基
本
と
し
た
農
産
物
消

費
拡
大
運
動
、
食
農
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
産
現
場
か
ら
の
積
み
上
げ
に
よ
る
政
策
の
実
現
を
求
め
て

令

和

６

年

度

福

井

県

農

対

本

部

の

取

組

報

告

➀
「
食
料
・
農
業
・
地
域
政
策
推
進
全
国
大
会
」
５
月
１
０
日
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
基
本
農
政
確
立
全
国
大
会
」
１
１
月
１
２
日
②
農
業
政
策
に
係
る
予
算
等
要

請
８
月
１
０
日(

県
選
出
国
会
議
員)

③
水
田
・
畑
作
農
業
対
策
に
関
す
る
要
請
１

１
月
７
日(

滝
波
参
議
院
議
員
・
山
谷
参
議
院
議
員)

④
知
事
要
請
９
月
９
日(

農

業
関
係
５
団
体
　
福
井
県
農
業
会
議
・
福
井
県
農
業
共
済
組
合
・
土
地
改
良
連

合
会
・
県
農
政
連
・
Ｊ
Ａ
福
井
県
中
央
会
⑤
県
議
会
農
政
議
員
団
と
の
意
見
交

換
会
１
０
月
３
０
日

政
策
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

➀
Ｊ
Ａ
福
井
県
、
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
、
各
農
政
連
支
部
と
連
携
し
、
稲
カ
メ
ム

シ
等
の
防
除
に
関
す
る
要
請
６
月
５
日.

６
日(

Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
国
土
交
通
省
、
え

ち
ぜ
ん
鉄
道
、
福
井
鉄
道
、
中
日
本
高
速
道
路
、
鉄
道
建
設
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
、
ハ
ビ
ラ
イ
ン
ふ
く
い)

に
行
っ
た
②
水
稲
作
柄
公
表
に
関
す
る
要
請
９

月
１
２
日(

北
陸
農
政
局
福
井
拠
点)

に
行
っ
た
。

地
域
の
実
態
に
応
じ
た
要
請
活
動

稲カメムシ防除に関する要請


